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ケルダール性窒素とアンモニア性窒素の関
係
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窒素測定方法
•硝酸性窒素（ＮＯ３－Ｎ）：硝酸塩に含まれている窒素のことで、水

中では硝酸ｲｵﾝ（NO３－）として存在する。
•亜硝酸性窒素（ＮＯ２－Ｎ）：亜硝酸塩に含まれている窒素のこと

で、水中では亜硝酸ｲｵﾝ（NO２－）として存在する。
•アンモニア性窒素（ＮＨ４－ＮまたはＮＨ３－Ｎ）：水中にｱﾝﾓﾆｳﾑ塩

として含まれている窒素のことで、大部分はｱﾝﾓﾆｳﾑｲｵﾝ（NH４
＋）のかたちで存在する。

•有機態窒素（Ｏｒｇ－ＮまたはＯＮ）：有機物の中に含まれている窒
素で、人間や動植物の生活に起因するタンパク質、アミノ酸、尿素、
核酸などのほかにも、製薬、染料、繊維、食品、石油、化学、肥料
工業などの工場排水に含まれる無数の含窒素有機化合物がある。

•ケルダール窒素（Ｋ－ＮまたはＫｊ－Ｎ）：ｹﾙﾀﾞｰﾙ法によって定量さ
れる窒素のことで、有機態窒素とｱﾝﾓﾆｱ性窒素の和に相当する。

•全窒素（Ｔ－Ｎ）：上記の各形態の窒素を合わせたものを、総窒素
という。



アンモニア性窒素及び
ケルダール性窒素の測定フローの対比
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アンモニア性窒素とケルダール性窒素
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ケルダール窒素と
アンモニア性窒素測定フローの相違
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ケルダール分解操作
•①分解試薬の不足

•②硫酸の不足

二倍量
分解試薬 測定値に差異無し

硫酸

二倍量

測定値に差異無し

ケルダール窒素濃度と分解時間
③分解時間の不足

•分解時間を長くすることにより減少傾向が見られた。

ケルダール性窒素濃度と分解時間の関係
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硝酸イオン添加ケルダール分解
試験溶液：ｱﾝﾓﾆｱ性窒素1ｍｇ/ｍＬ溶液4ｍＬ
添加溶液：硝酸性窒素1mg/mL溶液

① 0mL （添加せず）

② 1mL添加（添加比率 0.25）

③ 3ｍL添加（添加比率 0.75）

④ 10mL添加（添加比率 2.5）
⑤ 30mL添加（添加比率 7.5）
⑥ 50ｍL添加（添加比率12.5）

硝酸性窒素添加による減少率
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近似式から補正したｹﾙﾀﾞｰﾙ性窒素
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ま と め

•ケルダール性窒素の測定においては、分解
操作の段階で、硝酸が作用して測定値を低く
している。

•硝酸の作用は、アンモニア性窒素の分解ある
いは酸化作用による減少と考えられる。

•その減少傾向は、アンモニア性窒素と硝酸性
窒素の比率に相関性が見られる。

アンモニア性窒素の変化

酸化：ＮＨ4
+ ⇒ ＮＯ3

-

分解：ＮＨ4
+ ⇒ Ｎ2（ガス）


